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生地」の当初の目的は，水産物を直販することに
よる漁業の活性化であったが，時期を同じくして
生地地区をモデル地区とした黒部市によるまち歩
き観光の取り組みも始まっていたこともあり，休
憩施設や食堂，駐車場を兼ねた観光客の受入施設
としての機能も果たすような地域的要請も多分に
影響した．「魚の駅　生地」が建設された場所は，
かつて漁船を修理するためのドックがあった場所
であり，船着き場のすぐ奥となっている（第５図，
写真４）．
「魚の駅　生地」は，「とれたて館」と「でき
たて館」から構成される．「とれたて館」では，
毎朝黒部漁港で水揚げされた魚貝類や，干物など
の加工品，黒部市の特産物が販売される．他方，「で
きたて館」は，黒部漁港に水揚げされた地魚料理
を楽しむことのできる食堂および居酒屋となって
いる．現在，従業員は正規職員が８人で，パート
タイマーが25人である．正規職員は漁協の職員で
もあり，「魚の駅　生地」が開業してから４人が
増員された．それぞれの内訳は，とれたて館では
正規職員が６人，パートタイマー13人，できたて
館では正規職員２人，パートタイマー12人が勤務
している．いずれも基本的には生地地区または黒
部市内出身の人を雇用するようにしているが，魚
津市から通勤する者も１人いる．
「魚の駅　生地」による水産物の直接販売の利
点として，第一に直接販売による魚価の上昇が挙
げられる．「魚の駅　生地」では，当初，漁協も
市場も通さずに，漁業者自らが「できたて館」内
でのブースで各自が漁獲した水産物を販売するこ
とを目的にしていた．それを通して，漁業者の水
産物の適正価格に関する理解を深めることが狙い
であった．しかし，夜中の操業を行った後に，店
頭に立って販売まで行うと，労働時間が長時間に
なってしまうことから，個人の経営体から賛同を
得ることができなかった．現在，唯一カニカゴ漁
の経営体一社のみが，できたて館内でのブースで
ベニズワイガニを販売している．そのため，現在，
できたて館内における鮮魚の販売はくろべ漁協に
よって行われている．鮮魚は，毎朝黒部地方卸売
市場（黒部漁港）に水揚げされたものを，漁協が
競り落とすことで提供される．富山県の水産物地
方卸売市場は，通常，漁協がその開設者となって
いるが，黒部地方卸売市場は，運営は市であり，
漁協と仲買人の組合組織である生地魚市商業協同
組合が卸売業者として参入している．そのため，
漁協が直接販売をすることで，魚価の上昇につな
げるという「魚の駅　生地」の取り組みは，計画
当初は生地魚市商業協同組合に受け入れられるも
のではなかった．３年に及ぶ協議の末，くろべ漁
協が直販することのできる数量を，年間の水揚げ
全体の25％と制限するという折衷案で妥協するこ
とができた．しかし，翌日が市場の休業日である
土曜日に水揚げされた水産物や，規模の小さい漁
業者が釣漁などでわずかに漁獲した水産物を，く
ろべ漁協が市場を通さず直販用として扱うことを
除いて，実際はくろべ漁協も仲買人として市場で
他の仲買人と対等に競り合っている．このように
積極的にくろべ漁協がセリに参加することで，魚
価の維持・上昇に結びつき，さらに少量の魚種で
も買値がつくといったように漁協による買い支え
につながっており，漁業者からは「魚の駅　生地」
の直販事業を評価する声が多い．また，近年では
多くの観光客を集めるなかで，顧客のニーズを受
写真４　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」
　奥に見える建物は，鮮魚や加工品等を販売する「と
れたて館」であり，右手の建物は食堂の「できたて館」
である．二つの建物の間には，ベンチやテーブルが複
数置かれ，オープンスペースになっており，利用者や
観光客の休憩スペースとなっている．
 （2012年9月12日　横山撮影）
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けブリなど黒部漁港で調達が困難な魚種について
は，新湊や魚津などの市場に仕入れ担当者が赴き，
競りに参加して確保することもある．このように，
「魚の駅　生地」は，魚介類の販売施設として生
地地区のみならず，富山県という広域的範囲に経
済的影響をもたらす可能性がある．さらに，「魚
の駅　生地」を通した直接販売のメリットの一つ
に，未利用魚の有効利用が挙げられる．例えば，
水揚げ時に足が折れてしまったベニズワイガニな
どは大手資本に敬遠され，単価が下がってしまう
が，直販であれば，消費者に品質を説明してその
まま販売することや，ほぐし身にして売るなどの
取り組みが可能である．また，ロットが少なく，
見た目は悪いような魚，例えば豆アジなども直販
であれば料理法を消費者に伝えるなどして販売す
ることが可能である．
「魚の駅　生地」での取り組みの一つに，魚食
文化の普及や情報発信がある．生地地区では，魚
の一夜干しや干物のことを「塩物（しおもん）」
と呼んでいる．現在は，漁協内の漁業者組織であ
る女性部がそれぞれの魚に合う作り方で一夜干し
を加工している．季節によって，ヒラメやマトウ
ダイ，ヤリイカやアオリイカ，ゲンゲ，ギスといっ
た通常スーパーマーケット等では販売されないよ
うな珍しい一夜干しも提供している（写真５）．
また，生地地区では北海道や樺太への出漁や漁業
出稼ぎを通じてそれらの地域とのつながりが深
かったため，魚食文化の上でも「干鱈」や「棒鱈」，
「氷下魚」といった北海道の食文化の影響が色濃
く見られる．そのため，加工品でもこれらを販売
するとともに，生地地区の歴史や北海道・樺太と
のつながりを説明するボードを店内に掲示するな
どして，生地地区の魚食文化の普及を図っている．
「魚の駅　生地」は，観光客のまち歩きの拠点
としての性格も持つものであることから，まち歩
き観光の観光客の増加に伴って，売り上げも2009
年まで順調に伸びて来た（第10図）．そのためく
ろべ漁協の部門別売上に占める直販部門の割合は
「魚の駅　生地」の開業以来，急増している（第
11図）．「魚の駅　生地」の売り上げは，2010年以
降，横ばい状況になっている．売り上げの内訳は，
2011年現在で生鮮品と特産品で約70％と大半を占
めており，食堂が約16％，加工品が約９％を占め
ている．現在，「魚の駅　生地」には，年間約25
万人が訪れる．しかし，観光客の発地とその内訳
をみると，その70％ほどが富山県内からの客であ
る（第12図）．なかでも黒部市や魚津市，入善町
といった隣接する市町村からの客が最も多い．「魚
の駅　生地」は，観光施設ではなくあくまで魚介
類の直販施設であるとの考えから商圏として半径
30km 程度を想定しており，客のなかには観光客
もいるものの，客層の多くは水産物の購入を目的
に来るリピーターである．残りは，宇奈月温泉な
どに観光に来た県外からの客であり，宇奈月温泉
の旅館のなかには，バスで「魚の駅　生地」に観
光客を送迎するものもある．
Ⅳ－３　漁村文化資源の観光資源化
１）漁村文化ミュージアムIKUJIプロジェクト
前述のように黒部市の観光開発において，生地
地区はまち歩き観光におけるモデル地区となると
ともに，「魚の駅　生地」の開業によって，黒部
市内を巡る広域観光の拠点としての性格が強化さ
れたことで，黒部市における重要な観光地となっ
た．
写真５　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」で販
売される塩物
　カレイ，コボダラ，ホッケ，カワハギ，アカイカな
ど多種多様の塩物が販売されている．
 （2012年９月14日　横山撮影）
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そこで，2008年には内閣府の補助金である「地
方の元気再生事業」の助成を受けて，生地地区の
漁業文化資源を観光等に活用して，地域活性化と
交流人口の促進を図ることを目的とした「漁村文
化ミュージアムIKUJI プロジェクト」が事業化さ
れた．この事業は，「食べ歩けるまちづくり」，「ま
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第11図　くろべ漁業協同組合の売上推移
 （くろべ漁協資料により作成）
第12図　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」への来店者の発地
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ち全体が博物館」，「出会いのあるおもてなし」の
３つの取り組みを軸に，生地地区をめぐる観光
コースを３つ増やし，まち歩き観光の充実を図る
ことを主たる目的としている．「食べ歩けるまち
づくり」では，地域の食文化や特産品の発見・再
評価，観光客への提供形態の考案，食べ歩きコー
スの設定が検討された．地区内には蒲鉾製造業者
や酒造業者，鮮魚店，水団子屋といった地域の特
産物を扱う飲食料品店が存在していることから，
まち歩きの最中に，観光客が気軽に立ち寄りなが
ら食を楽しめるように，地元の関連業者の理解を
得ながらまち歩きコースに盛り込むことが試みら
れている．
また，「まち全体が博物館」の取り組みでは，
生地地区全体を漁業文化ミュージアムタウンと
し，地域資源の情報集約と見学拠点の整備が行わ
れた．具体的には，地域内に眠る漁業資料を発見
するとともに，古老に過去の漁業や漁村生活，北
方四島での暮らしについて聞取りを行い，それら
を収集・整理して資料館を整備することを目的に
した．また，地区内に数多く分布するその他の歴
史・文化的な地域資源の点検と，さらなる魅力向
上策，空き家の観光活用が検討されている．例え
ば，観光資源の案内版を設置・拡充して，周遊ルー
トを改良するなどの方策が試みられている．これ
により2010年には，地区内に空き家としてあった
元農業協同組合の事務所を，地域の漁業の歴史や
文化に関する史資料を展示する「漁業資料館」と
して活用することとなった．現在，漁業資料館は，
生地まち歩きの際の見学場所として利用されてい
る．
また，「出会いのあるおもてなし」の取り組み
では，地域住民全体で観光客を迎えるという発想
のもと，観光ガイドによる地域住民への地域の歴
史・文化の講習や，ガイドブック・マップの作成
など，ホスト側の意識の啓発や広報体制の改良が
行われた．
このように，現在，生地地区では，行政・住民
が協力して，まち歩き観光の一層の拡充へ向けた
取り組みがなされている．以下では，実際に観光
で用いられているまち歩きマップや聞取り調査を
踏まえて，生地地区における漁村文化資源を活用
した観光資源，ならびに推奨されているまち歩き
ルートや年間の観光イベントなどを記述する．
２）生地地区における主な観光資源
第13図には，実際にまち歩き観光で用いられて
いる「生地まち歩きマップ」をもとに，生地地区
で観光資源として活用している地域資源を示し
た．まち歩き観光では，それらの地域資源を「清
水めぐり」，「名所・歴史めぐり」，「食めぐり」に
大別している．以下では，これら３つの分類に即
して，「清水」，「名所・歴史」，「食文化」と，無
形の地域資源であり観光客を集めている祭礼につ
いて説明する．
（1）	清水
生地地区における代表的な地域資源に，地区内
に複数点在する清水（しょうず）がある．清水は，
黒部川扇状地の伏流水が湧き出る湧水のことであ
る．清水は，古くから地域住民の洗い物や飲料用
として利用されてきた．1985年には，環境庁（現・
環境省）によって，全国名水百選「黒部川扇状地
湧水群」に選定されている．地区内には，北から
①生地温泉の清水，②月見嶋の清水，③源兵サの
清水，④清水庵の清水，⑤生地っこしょうず，⑥
生地第一温泉の清水，⑦名水公園の清水，⑧昆布
屋の清水，⑨魚の駅の清水，⑩弘法の清水，⑪岩
瀬家の清水，⑫絹の清水，⑬殿様清水，⑭弘法の
清水，⑮弘法の清水，⑯神明町の共同洗い場，⑰
神田の清水，⑱中島の清水，⑲田村邸の清水，⑳
前名寺の清水，みどり町の清水といった21か所
もの清水が分布しており，シモよりもカミに多く
の清水が集まっている（第12図）．学校や私有地
にあるため，⑤，⑥，⑲は非公開であるが，それ
以外の清水は一般の観光客も自由に飲むことがで
きる．聞き取りによれば，観光ビジョン策定のま
ちあるきの際，外部の有識者が最も惹き付けられ
ていたのがこの清水であるという．狭い地域に多
数の清水が分布しているのは，近隣の地域と比べ
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ても特異であり，特徴的な地域資源であるといえ
よう．生地まち歩きのホームページでも「越中黒
部清水の里」と称しているように，まち歩き観光
では「清水」を代表的な観光資源として強調して
いることが伺える．この湧水を利用した産業には，
色鮮やかな鯛の形を成形した生地蒲鉾や，皇国晴
酒造といった酒造業がある．まち歩き観光では，
清水とともに，それに関連する産業も重要な観光
資源となる．
（2）	名所・歴史
「名所・歴史めぐり」としては，神社，仏閣，
名所・旧跡，小祠などが挙げられる．神社では創
建が生地地区で最も古い新治神社や神明社があ
り，後述するたいまつ祭りなどの民俗行事が行わ
れる舞台ともなる．また，多宝院金比羅社は航海
の神である金比羅大権現が祭られており，漁業者
の信仰を集めている．仏閣としては前名寺天満宮，
願楽寺，経妙寺，専念寺，龍泉寺がある．前名寺
天満宮は，藩政期に生地地区の有力者であった旧
家の田村家が創建した寺である．経妙寺は，松尾
芭蕉が北陸行脚の際に立ち寄ったことで知られて
いる．龍泉寺は，左甚五郎の作と伝えられる龍の
彫刻があり，観光客の目を楽しませている．旧跡
としては，旧家・田村家の屋敷や，生地台場跡，
上杉謙信手植えの松などがある．田村家は，近世
に富山湾東部の漁業・海運を統括し，浦方十村を
務めていた旧家である．明治期以降も，当主は国
会議員や県議会議員，生地町長を務めるなど，地
域の有力者であった．ガイドを介して，屋敷の見
学をすることができる．小祠としては，生地の集
落内に点在する秋葉社などの火除宮，水神社，芦
崎西の宮などが挙げられる．秋葉社は，鎮火・防
火の神を奉っており，家屋が密集する漁村景観を
呈する生地地区の性格が伺える．また芦崎西の宮
は，生地鼻灯台横の「ガメ岩」がその起源と言わ
れており，当初はその真っ黒な丸石をご神体とし
て奉っており，地曳網漁に携わる漁業者などの信
仰を集めていたという．
（3）	食文化
まち歩き観光では，食文化も重要な観光資源と
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第13図　黒部市生地地区における地域資源の分布
 （「生地まち歩きマップ」により作成）
－170－
なる．生地地区の場合，新鮮な魚介類を活用して
多くの店舗で商品を提供している．例えば，二つ
の鮮魚店では，店頭でよこ焼きやたて焼きという
焼き方で魚を焼いており，観光客が希望すれば提
供することも行っている．また，前述した「魚の
駅　生地」では，新鮮な鮮魚類を販売するほか，
地元で水揚げされた魚介類を使用して食事も提供
しており，観光客の憩いの場となっている．これ
ら以外にも，まち歩きマップには一般の飲食店も
掲載され宣伝されている．
また，魚介類を提供する以外にも，生地地区に
は豊富な湧水を活用していくつかの特徴的な地場
産業が存在しており，まち歩き観光における重要
な見学地点となっている．例えば，泉田醤油店や
飯澤醤油味噌店は，地下から汲み上げた湧水を用
いて醤油や味噌を生産している．1887（明治20）
年創業の皇国晴酒造は，地下150メートルから湧
き出る湧水を仕込みに使用している．また，1927
（昭和２）年創業の生地蒲鉾は，色鮮やかに彩色
した細工かまぼこの加工業者である．蒲鉾は鉄分
を嫌うことから，鉄分の少ない湧水は，蒲鉾生産
に適している．生地蒲鉾は，まち歩き観光客をター
ゲットとして蒲鉾作り体験教室や製造工程見学を
行うなど，地域活性化に積極的に取り組んでいる．
また，水団子も湧水が豊富な生地独特の甘味であ
る．水団子は，うるち米と片栗粉を混ぜて蒸し挙
げ小さく成形したものを湧水で冷やしたもので，
きな粉などをかけて食べる．夏季の甘味であり，
お盆のお供えとしても用いられている．
（4）	祭礼
漁村文化ミュージアムでは，地域の祭礼も大き
な観光資源となる．現在，生地地区における大き
な祭礼としては，４月上旬に行われる新治神社の
春祭り，７月下旬に行われるえびす祭り，10月下
旬のたいまつ祭りがある．中でもえびす祭りとた
いまつ祭りは生地地区の二大祭りと称され，2007
年に富山県教育委員会より「とやまの祭り百選」
に選定されている．
「えびす祭り」は，毎年７月の最終土・日曜日
に行われ，大漁と海難無事故を海の神に祈願する
行事である．満艦飾の船体にえびすを乗せ，海岸
を航行する．現在では，えびす祭りに合わせて生
地浜海上花火大会と，しばんば踊り町流しが行わ
れる．花火大会では，沖合200メートル付近から
台船より打ち上げる水中スターマインが多くの観
光客を集めている．
一方，「たいまつ祭り」は，10月26・27日に行
われる祭りである．２台の屋形船と神輿が神明町
にある神明社から新治神社まで町内を巡行し，祭
りの終盤では，燃え盛る松明の中を，勇壮なかけ
声とともに通り抜ける奇祭である．
（5）	まち歩きルートと観光イベント　
生地地区におけるまち歩き観光では，以上述べ
たような，清水，名所・歴史，食文化といった性
質の観光資源を組み合わせて，①名水石仏コー
ス（60分，３km），②名水椎名コース（60分，３
km），③名水生地横断コース（120分，４km），
④名水富山湾遠望コース（120分，４km），⑤生
地ひとめぐりコース（30分，１km）の５つのルー
トを推奨している．①では，「魚の駅　生地」を
出て，多宝院金毘羅社，県道２号線沿いの家具製
造会社を訪れた後，生地地区内の阿弥陀堂に入り，
北から解脱庵，仏海庵，阿弥陀堂由来の石仏尊像，
伝七マの地蔵尊，火除宮，秋葉宮を巡り，漁港の
地下道を通って「魚の駅　生地」へと戻るルート
である．②は「魚の駅　生地」を出て，近世に新
田開発に携わった椎名道三の助言により開削され
た背戸川を通り神明町に入り，旧家・田村家の屋
敷，前名寺天満宮，神明社，願楽寺，漁業資料館
と巡るルートである．①と②も，所要時間１時間
と短めに設定されており，どちらも見学のテーマ
は生地地区の歴史であるが，①は石仏や小祠，②
は近世の生地地区の有力者の事績などにより焦点
が当てられている．また，主として①はシモ，②
はカミに行動範囲が限られている．一方，③と④
は所要時間が２時間と比較的時間に余裕のある観
光客向けのルートである．③は神明町の観光客用
駐車場である神田パークを出て，前名寺天満宮，
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田村家，神明社，願楽寺，漁業資料館と北上し，
生地中橋を通って阿弥陀堂の西の宮，槍が崎灯明
台，北洋の館，生地鼻灯台，生地台場跡，薬師堂，
生地温泉，上杉謙信手植えの松の順に巡るルート
である．④は「魚の駅　生地」を出た後，海底地
下道を通って漁港裏の生地第一温泉に向かい，経
妙寺，専念寺，新治神社，龍泉寺，生地の水神社，
薬師堂，生地温泉たなかや，謙信手植えの松，生
地台場跡，生地鼻灯台，北洋の館，槍が崎灯明台，
西の宮の順に巡り，生地中橋を遠って「魚の駅　
生地」へと戻るルートである．③は，生地地区を
南から北に一通り歩くことができ，④は生地地区
の中でもシモを中心として，寺社や名所旧跡を巡
るルートである．また，⑤は時間に余裕の無い観
光客向けに設定された所用時間30分の短いルート
であり，「魚の駅　生地」を出て，生地第一温泉，
経妙寺，秋葉社，生地中橋，漁業資料館を巡るルー
トである．いずれのルートも，途中で清水に寄る
ことができる．特に，神明町，上町，四十物町と
いったカミを巡るルートの場合は，地域内に清水
が多く分布している．
観光客は，自身の都合に合わせてルートを選択
することができ，「黒部観光ボランティアの会」
のガイドを無料で依頼することができる．ボラン
ティアの大半は，生地地区出身の女性であり，地
域住民の目線から説明を受けて観光を楽しむこと
ができる．まち歩きの移動手段は基本的に徒歩と
されるが，必要に応じて黒部市コミュニティセン
ター等を通じてレンタサイクルを利用することが
できる．
さらに，まち歩きルートを推奨する以外にも，
前述のような観光資源を活用した観光イベントを
設定することで，観光振興を図っている．例えば，
毎年10月７日には「魚食（うおーく）＆歩く（ウォー
ク）IN　生地」として，「魚の駅　生地」の創業
祭が行われる．同イベントでは，「魚の駅」にて，
海鮮丼や海鮮ちらし，カニ飯，バイ飯，100円漁
師汁などをふるまい，ベニズワイガニなどが特価
で販売されるほか，ボランティアガイドの案内に
よって，まち歩きが行われる．また，2012年11月
10・11日には「山・川・海　フィールドミュージ
アム黒部　まるごと秋の黒部体験講座」が行わ
れた．参加費用は大人18,000円，子供12,000円で，
限定20人を想定した．主な行程として，初日は生
地地区内の生地蒲鉾において蒲鉾製造体験，「魚
の駅　生地」にて一夜干し作り体験，生地地区の
まち歩きを行った．夕食は「魚の駅　生地」にて
漁師料理やベニズワイガニ料理が供された．その
後は，宇奈月温泉のホテルに移動して宿泊した．
二日目は，宇奈月温泉を出発の後，黒部峡谷トロッ
コ列車に乗り，秋の峡谷を楽しむ．昼には「魚の
駅　生地」に戻り，土産を購入するなどした後，
初日に製造した蒲鉾と一夜干しを受け取り帰路と
なる．これらは，生地地区の観光資源に全国的知
名度を持つ宇奈月温泉や黒部峡谷といった観光資
源を組み合わせるものであり，近年になって新た
に試みられたものである．まち歩き以外の取り組
みとして，今後の発展が期待できる．
Ⅴ　漁村活性化の課題と展望－むすびにかえて－
第二次世界大戦前までの黒部市生地地区は，明
治期以降の北海道や樺太，北方四島への出漁や漁
業出稼ぎによって地域経済が支えられる一方，地
曳網漁や小規模な沿岸漁業を生業とするものも
おり，二面性を有していた．第二次世界大戦後
には北方四島での出稼ぎは行われなくなるもの
の，1950年代初めからの北洋サケマス漁業の隆盛
に伴い，漁業出稼ぎは住民の主要な就業として再
び重要となった．しかし，高度経済成長期になる
につれ200カイリ体制の構築とそれに伴って漁業
経営が悪化したことや，地区内に立地する製造業
が成長し，地域住民の就業先として重要度を増し
たことで，北洋漁業は衰退する一方，地域住民の
就業は多様化した．また，同時期には動力船の普
及や漁業資材の質の向上といった沿岸漁業の経営
環境の向上がみられ，個人経営体や法人経営体が
成長・増加した．個人経営体は５t 程度の漁船を
保有し，刺網漁や船曳漁といった漁業，法人経営
体は沖合カゴ縄漁やイカ釣漁などに従事し，その
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経営は1990年代まで安定的に推移した．しかし，
1990年代以降は，魚価の低迷を背景とした漁業経
営の悪化により，経営体数は大きく減少した．現
在では，個人と法人を合わせた専業の漁業経営体
数は11と少ない（法人経営は遠洋漁業が１，定置
網漁が１，沖合カゴ縄漁が３，個人経営は刺網漁
が６である）．漁業従事者の高齢化と後継者不足
が問題視され，漁業の活性化が目指されるように
なった．漁業の活性化に関しては，魚価低迷と，
資源管理の徹底，漁業の担い手の維持といった点
が基本的な課題となった．沖合カゴ縄漁，定置網
漁，沿岸刺網漁といった漁業が主であるくろべ漁
協は，水揚げ物が少量多品目であることを特徴と
しており，規格化と一定量が確保されたロットを
希望する大手量販資本との取引においては不利な
状況にある．そこで，くろべ漁協は全ての課題を
解決するための基底として魚価の上昇と漁家経営
の向上を掲げ，地元で水揚げされた水産物の直接
販売の取り組みを模索した．
一方，時期を同じくして，近年の観光スタイル
が滞在型・体験型観光へと推移してきていること
を受け，黒部市では地域住民にとっては何気ない
地域資源を観光資源として掘り起こし，まち歩き
などの観光形態を振興することで交流人口を増や
し，地域の活性化を図る試みが行われた．この中
で，典型的な漁村景観が残っていることから，ま
ち歩きのモデル地区として生地地区が選定され，
地域住民の協力の下，地域資源の発掘・整理が行
われた．また，ボランティアガイドや観光ルート
を示したまち歩きマップなどが作られるなど，生
地は黒部市における観光地として整備されるよう
になった．
このような背景の下，観光客の食事スペースや
休憩所，駐車場といった拠点も兼ねる施設の建設
といった地域の要請を受けて，「魚の駅　生地」
が2004年に開業した．当初の目的であった漁業者
による直接販売等の動きには至っていないが，富
山県内を中心として多くの消費者を集めるに至っ
ており，魚価の向上，未利用魚の有効利用，生地
地区の魚食文化の発信といった点で一定の効果が
あった．また，黒部市が推進する観光事業におい
ての重要な拠点となり，現在，黒部市において最
も市内外からの観光客を集める施設となった．
以上のように，生地地区における漁村活性化の
取り組みは，水産物の直販事業にとどまらず，地
域資源を活用したまち歩き観光と組み合わせるこ
とで，相乗効果を図っている点が特徴であり，住
民参加型の内発的な地域活性化であると評価する
ことができる．しかし，黒部市および生地地区の
まち歩き観光は，未だ緒に就いたばかりであり，
広く外部者や住民の視点を盛り込みながら，さら
なる地域資源の評価・活用といった発展が期待さ
れる．一方で，今後の展開には，漁業とまち歩き
観光の双方において，以下の課題が提示できるだ
ろう．
一つは，漁業の担い手の維持である．本論で述
べたように，くろべ漁協の組合員数のうち，大半
が兼業または法人経営体の乗組員などであり，専
業経営の個人経営体は６と，非常に少なくなって
いる．今後は，直販事業による魚価の上昇と，漁
家経営の向上の取り組みを継続するとともに，若
年の新規就漁者を確保することが重要であると思
われる．これについては，定置網漁を新規就漁の
前段階としてのインキュベーターとして活用する
ことも可能であろう．そのためには，就漁希望者
と，地元の漁業者や定置網会社とをマッチングす
る漁協の役割が必要となるだろう．
また，第二にまち歩き観光の課題として，より
広く，さらに継続的な住民参加が求められる．山
尾（2004）は，多面的機能を活用して条件不利地
域の漁村振興を図るには，幅広い層の住民が参加
できるネットワーク作りが不可欠であるとしてい
る．さらに，ネットワークの参加者を狭く限らず，
地域住民が気軽に参加して情報交換や技術交流が
図ることで，地域活性化に利用可能な資源や環境
の発見につながるという．現時点における生地地
区の取り組みは，一部の有志住民の活動によって
担われているが，事業の期間内など，一時的なも
のにとどまっているといえる．そのため，幅広い
層の住民が常に自らの地域について見識を深め，
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評価し，気軽に情報交換を図れるような土壌の醸
成が求められる．こうした点に関連して，山形県
朝日町が発祥である地域を博物館と見立て，地域
住民が自らの地域を学ぶ場とするエコミュージア
ム活動（田林ほか，2011）は，生地地区の地域活
性化の取り組みと共通する部分が多く，参考とな
る部分が大きいであろう．また，内部の地域住民
以外に，外部の住民の視点や意見についても，常
に情報交換でき，それを地域活性化の取り組みに
反映できるような仕組みが望まれる．
本稿を作成するにあたって，黒部市産業経済部農業水産課の横山栄人氏，小倉信宏氏，くろべ漁業協同
組合の松野　均氏，富山俊二氏，船屋浩司氏，農林水産省北陸農政局統計部の皆様には大変お世話になり
ました．また，生地地区の住民の皆様には，お忙しい中にも関わらず貴重なお話をうかがいました．ここ
に記して感謝申し上げます．本稿を作成するにあたり，平成24年度科学研究費補助金・基盤研究（C）「農
村空間の商品化からみた日本の余暇・観光振興の地域差に関する実証的研究」（課題番号：23520947，代表：
田林　明）および，平成24年度科学研究費補助金・基盤研究（A）「フィールドワーク方法論の体系化－デー
タの取得・管理・分析・流通に関する研究－」（課題番号：22242027，代表：村山祐司）の一部を使用した．
［注］
注１） ブリの幼魚のこと．ブリは出世魚であるため年齢によって名称が変わる．生地地区では，コズクラ・
ツバイソ→フクラギ→ガンドと名称が変わる．
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